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政府メタデータ共通項目小委員会



1.政府メタデータ共通項目小委員会紹介
2.2025年12月までの活動
3.今後の活動予定





近年、研究データの管理が進展
政策の整備 情報システムの整備 メタデータ（共通項目）の決定

しかしながら、データ管理の実践は進んでいない。
一つの原因 共通項目の記載に研究者の負担が大きいこと。

研究者を中心に関係者が共通項目をレビュー
・システムで対応可能な部分 （既存DBの情報の利用PIDの活用など）
・支援者が支援できる部分
・研究者が記入しなければいけないコアな部分（最小限にしたい）

を明確化
・多様な実際の事例を想定して、必須/任意の見直しなどのレビュー
・メタデータ項目の設定という枠組みのあり方についても模索

研究者等によるレビュー結果及び分析
今後の共通項目についての提案

研究コミュニティでの活用
政府方針検討の一助



・他人の悪用の心配
・誰がどのように利用するか不安
・競争力の喪失
・間違った解釈の恐れ
・活用されるか不明で無駄な作業では
・自分は他人のデータを利用しないので
公開の意味が分からない
・業務量増加の恐れ
（登録作業、問い合わせ対応）

・成果の信頼性向上
・科学的業績になる
・情報発信力強化による国際的に
優れた研究チームへの参加
・学界内部での認知度向上
・早く伝わり、広く知られることが大切
・科学技術の進歩に貢献

主観的な項目が多く、多忙から全てクローズにすることも可能。
新たに発生するメタデータ登録作業のストレスを下げ負担感を減らすこと、論文同様に業績とし
て認められここに記したメリットが実感できることが、オープンデータ推進には重要

オープンへのモチベーション クローズへのモチベーション





現在、共通項目に即したデータ登録上での課題や、問い合わせ事
項の確認・共有

実例（GakuNin RDM , JAIRO Cloud, 科研費電子申請シス
テム, DMP作成支援システム（金沢大学） ,GRANTS Data, 
J-STAGE Data, 名古屋大学学術リポジトリ等）におけるデータ
登録上の課題や、負担感の共有

既存DMPを活用した入力負荷を低減するシステム構想の紹介
個人ID→参画研究資金のDMP→各種情報入力支援



出てきた課題例
 データ管理者の定義 （登録研究者か、所属機関のデータ管理
部署か、データ管理機関か）

 メールアドレスの取り扱い （スパムメールを招きかねない）
 データNoは必須なのか （必須にするほど重要な情報か）
 ライセンス項目の記載方法など （何を記載すれば良いのか。）
 体系的番号を持たない内部プロジェクト等の成果の取り扱い
 体系的番号等が公知されておらず、支援者等が一元的に検索でき
ない。（内閣府などで公表できないか。）

 研究者に、メタデータ項目毎の収集の意義（利用例）が伝えられ
ていない状況



 実際に研究者に、データのメタデータを入れてもらい、負担感のある箇
所や入力するのに迷う箇所を調査（
→自分の関与しているシステムにおける感触は収集したが、実際に
研究者自身の反応が聞けていない。またシステム特有の対応
箇所（例︔リポジトリとメタデータ入力が一体化しているので、
いくつかは自動入力可能）があり、共通項目そのものでは無い。
幅広い声を聞けないと、汎用性が失われてしまう。

データを持っており、ご協力頂ける方はご連絡ください。
 上記調査のレビュー・分析を行い、ネック箇所の解決策を検討する。
（ ）

 報告書にまとめる（ ）



ご静聴ありがとうございました

是非とも多くの方の参加・ご協力を
お願いします

https://form2.jst.go.jp/s/rduf_Subcommittee_participation common_metadata@mr.jst.go.jp


